
１　主題構成表
主題名「誰に対しても親切にする」（小学校第５学年）　           　　　　　　資料名「夏の日のこと」




■　資料の分析


・ごみ収集車で家庭から出るごみを回収する仕事をしている主人公が、自分が受けた親切を通して、相手の立場に立って行動することのすばらしさを実感する資料である。


・ごみを回収していた主人公は、破れたごみ袋から出てきた大量のみそを頭からかぶってしまう。怒りが収まらないで、ごみ袋を地面にたたきつけてしまう主人公の気持ちに共感することができる。


・頑固で有名なおやじさんの行為を通して、困っているときに親切にしてもらった主人公の心情に共感することができる。


・帰りの収集車に乗り込んでいく主人公の気持ちを考えることを通して、相手のことを気遣い思いやる行動が、相手を心地よくすることに気付かせることができる。








■　価値の分析


・人は、他人との関わりの中で生活している。相手の気持ちに共感し、相手の立場に立って行動することでお互いを尊重し合うことができるようになる。


・困っている人がいればだれであろうと親切にし、助け合っていくことで、人の役に立つ喜びを感じたり、自分が困っているときに助けてもらうことで、今度は相手に対しても親切にしようとする気持ちが生まれたりしてくる。


・高学年になるこの時期は、特に相手の立場に立ち、相手のことを考えた言動について深く考えさせたい。また、人間関係の深さの違いや、意見の相違などを乗り越え、だれに対しても思いやりの心と、それが伴った親切な行為をすることが大切であり、すばらしいことであることに気付かせたい。








■　内容項目２－（２）


だれに対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にする。





■　内容項目から見た生徒の実態


（意識）


・困っている人がいたら親切にしようとする意識はある。


・時と場合によって、あるいは、相手によっては親切を行動に移すことができたり、できなかったりするといった一面がある。





（要因）


・自分との関わりの深さや、周囲の目を気にしてしまうため、いつでもだれに対しても親切にできない場合がある。


・困っている人には親切にすべきであることは理解しているが、そうすることのよさを実感する経験が少ない。





■　展開の構想


・頭から大量のみそをかぶり、怒りが収まらずにごみ袋を地面にたたきつける主人公の気持ちに共感させる。





・おやじさんの行為にとまどいながらも、おやじさんの優しさを実感し、感謝の気持ちを抱くようになっていく主人公の気持ちに共感させる。





・周りの人に親切にしてもらった心地よさを感じだれに対しても親切にすることの大切さを実感している主人公の気持ちに共感させる。





・だれに対しても親切にしたり、親しい人以外から親切にされたりした経験を振り返る。





■　基本発問（◎中心発問）


○ごみ袋を地面にたたきつけたとき、「わたし」はどんな気持ちだったでしょう。








◎頑固なおやじさんからタオルをかけてもらったとき、「わたし」はどんな気持ちだったでしょう。





○走り出した収集車の中で、「わたし」はどんなことを考えていたでしょう。





○家族や友達以外の人に親切にしたり、してもらったりして、心地よい気持ちになった経験はありませんか。





■　ねらい


困っている人の立場に立ち、その人のことを考えて親切にすることで、相手がすがすがしい気持ちになることに気付き、だれに対しても思いやりの気持ちをもち、進んで相手に親切にしようとする心情を育てる。












